
　今回の改訂版では、校区内の地理的特性や歴史などを踏ま

えた災害の危険度や被害想定、必要な備えなどの情報を大幅

に拡充しました。

　地震編では、南海トラフ巨大地震を想定した各種ハザード

マップを掲載しているほか、家の耐震や家具類の固定を推奨

し、避難方法や避難場所なども記しています。また、水害編

では、平成16年の台風で大きな被害を受けたことを教訓に、

香東川、本津川が氾濫した際の浸水深や浸水継続時間、気象

情報ほかの入手方法、避難行動のタイミングなどを記載して

います。両編とも自宅の危険度を認識するための「防災カル

テ」や、災害時の避難行動を事前に決めておく「マイ・タイ

ムライン」が作成できる構成になっています。

　本冊子は５千部作製し、連合自治会に加入する自治会加入

世帯には１冊無償配布し、自治会未加入世帯などの購入希望

者については、弦打コミュニティセンターで販売をしていま

す（１冊３００円）。さらに、協賛していただいた事業所に

も配布いたしました。

　今後は自治会単位での防災冊子の説明会や、学校及び各種

団体での説明会開催を進め、防災訓練など、さまざまな機会

でも活用する予定です。また、本冊子が学校での防災学習や、

災害弱者のいる介護事業所などでの防災対策、事業所の事業

継続計画などにも活用されることを期待しています。弦打校

区は南海トラフ地震による被害、河川氾濫による浸水被害な

どとともに非常に甚大な被害が想定されています。

　本冊子の作製を契機として、平時における防災知識の習得

や準備などの対策を進めることで、弦打校区の防災力向上に

つなげていきたいと思います。

　弦打校区自主防災会連絡会および弦打校区コミュニティ協議会防災部会などでは、香川県防災士会西ブロックの会員有

志の協力を得て、防災冊子「弦打防災－地震・水害－２０２４年改訂版」（86ページ）を作製しました。
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　令和６年度弦打校区コミュニティ協議会総会が、６月24日

開催されました。「心のこもった人にやさしいまち『つるう

ち』を目指して」をスローガンに、主な活動として、地域ま

ちづくり交付金事業として▽敬老会事業▽つるうち夏・冬の

まつり事業▽地域ふれあい交流事業など16事業、６百９３万

２千２００円。ほかにコミュニティプランの見直しなどが提

案され、採択されました。

　役員改選では会長を12年間務められた大西輝清さんから、

川崎正視さん（コミ協副会長・生涯学習部会長）への交代、

新副会長に松浦一郎さん（青少年育成部会長）などが選出さ

れました。

　◆令和６年度弦打校区コミュニティ協議会役員（６月24日）

＝敬称略

　会長（生涯学習部会長）川崎正視▽副会長　藤村芳信▽同

（青少年育成部会長）松浦一郎▽理事（交通安全防犯部会長）伊

狩未来▽同（保健福祉部会長）川股啓護▽同（環境美化部会長）

住谷篤志▽同（防災部会長）山口周三▽同（スポーツ部会長）森

綾子▽同（広報部会長）藤村豊博▽同（事務局長）英和明▽同　

井上庄司▽同　末澤修治▽同　春田敬司▽同　春田まゆみ▽

同　引田光俊▽同　山﨑佐由美▽同　池尻保彦▽同　西村直

樹▽同　根本幸子▽会計　田中克幸▽書記　横井藍子▽同　

岡本有加里▽監事　松村隆広▽同　安井美恵子

　去る６月24日に開かれた令和６年度の弦打校区コ

ミュニティ協議会総会で、12年の長きに務められて

いました大西輝清さんに代わり会長に選ばれまし

た。どうぞよろしくお願いします。

　これまではコミ協生涯学習部会長として、年３～

４回開催している街歩きの「ふるさと学習探検隊」

や地区を挙げての音楽会である「さわやか音楽会」、

地区保健委員会の活動である毎月開催の「健康チャ

レンジ」などに関わってまいりました。今回、さら

にコミュニティ協議会全体の調整や取りまとめ役を

任されることになりました。

　コミュニティ協議会の目的は、地域の課題を協議

・検討することに加え、安全安心なまちづくりが求

められる活動ではないかと思います。中でも、災害

に関する地域の対応が求められています。近未来に

予想される南海トラフ地震では、震度が６弱から６

強と見込まれ、地面の液状化などによる建物の倒壊

や津波が予想されています。また、台風や近年増え

ています線状降水帯が発生しての集中豪雨による洪

水浸水が危惧されています。

　弦打地区は、東西を香東川と本津川に挟まれた地

域となっており、ほぼ全域が浸水予想区域となって

いて、避難所になっている弦打コミュニティセンタ

ー・弦打小学校までもが最大浸水予想１㍍36㌢とな

っています。自治会の加入率が大きく低下し、共助

による活動が難しさを増しています。一人暮らしの

高齢者などの弱者の避難など、災害の共助による対

応が課題でもあります。今までの発想を超える避難

計画の検討や避難訓練の実施が求められています。

　また、いろいろな行事などを通じての日常活動な

ど、地道な活動による取り組み、人の和・輪づくり

が大切と考えています。さらに子どもたちの健全な

育成も、地域の未来に向けての課題です。

　今年度のコミュニティ協議会の事業計画では、ま

ちづくりの計画であるコミュニティプランの見直し

が掲げられています。時代にあったプラン作りに取

り組み、地域福祉の向上につなげればと思います。

　地域の皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いい

たします。

　■ストリートダンス入賞　６月23日にサ

ンポート高松大ホールにて「高松市市民文

化祭アーツフェスタたかまつ２０２４主催

事業　 夢おどるストリートダンスコンテ

スト」が開催されました。弦打でも「Sist

er&Ess」（シスターアンドエス）同好会の

中高生ダンスチーム「ANDee:prit」＝写真

＝が出場し見事、ジュニアの部特別賞に輝

きました。このメンバーには鶴市町在住、

堀金珠羽・漆原匠・漆原亘の３人がいます。

勝賀中３年と高松西高校１年になった３人

ですが、小さい頃から地元でみんなに応援

してもらっているメンバーです。

　今後、もっと上を目指して頑張って、い

つの日か弦打のスターになって欲しいと願

っています。
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　弦打地区社会福祉協議会主催の主な事業

（令和６年度）

★弦打にこにこ元気会

★おやこＤＥつるピー広場

★車いす貸し出し事業

★幼稚園児・保育所幼児との交流（クリス

マス・七夕）　子どもたちが健やかに育つ

ことを願って、弦打幼稚園・弦打保育所・

ときわ幼稚園の園児・幼児にクリスマスプ

レゼントや七夕飾りの短冊の提供を行いま

す。また、各行事などに参加して次世代交

流を行います。

★ひとり暮らし、寝たきり高齢者への友愛

訪問

★高齢者への年賀状差し出し

弦打地区社会福祉協議会総会で18事業が
承認されました。「にこにこ元気会」（上）、
「おやこＤＥつるぴー広場」（下）も今
年度実施されます
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ヨハネの里が鶴市町に根を下ろして１０年、これまで地域の皆様
とさまざまな活動をさせていただきました。敬老の日には放課後
子ども教室の皆さんが温かいメッセージを携えて訪問をして下
さったり、おやこDEつるピー広場のママさんと赤ちゃんの訪問には
利用者さんが感極まって泣く場面もありました。子どもさんや赤ちゃ
んのパワーは、高齢者の皆様にとても元気をくれていると思います。
逆に私たち職員も地域の防災部会やサロン会、にこにこ元気会など
に呼んでいただき体操や健康相談など地域の皆様と顔の見える
関係を大切にしています。

そして私どもの使命として地域の民生委員さんをはじめ、高齢者の皆様やご家族からいただく介護に関する
困りごとの相談には、３６５日応じています。「足が弱って玄関の上がり降り
に困る」「うちのおばあちゃんの物忘れが出てきて心配」などさまざまな
心配事のご相談に迅速・丁寧・お気持ちに寄り添うことをいつも心がけてい
ます。当施設には相談を一手に引き受けるケアマネジャーをはじめ、デイ
サービス、ショートステイ、ホームヘルパーなど、介護保険制度をはじめさま
ざまなサービスで皆様の住み慣れた我が家の暮らしのお手伝いをしていま
す。ご病気などで家での暮らしに不安があれば、いつでもご相談ください。
お待ちしております。

協賛企業紹介
社会福祉法人牧羊会
総合ケアセンターヨハネの里

～住み慣れた我が家の暮らしに笑顔と安心のお手伝い～～住み慣れた我が家の暮らしに笑顔と安心のお手伝い～

高松市鶴市町241 TEL:087-802-3123



　弦打校区コミュニティ協議会防災部会は、地域内のさまざ

ま組織・団体と連携して、災害対応力の向上を目指して、防

災活動を展開しています。

　平常時には、大規模な災害に備えて、防災知識の普及や啓

発、情報伝達体制の整備、防災資機材の点検や整備、備蓄物

資の整備、防災訓練の実施などを行っています。また災害時

には、地域住民の安全確保のため、弦打校区防災本部を組織

して、市の災害時指定職員と協力して、安否確認や災害状況

などの情報収集や伝達、できる範囲での救護、避難者の受け

入れなどの避難所の運営を行います。

　今年度は新しく作成した防災冊子「弦打防災２０２４改訂

版」を地域の皆さんに知っていただくために、自主防災会連

絡会と協力して、単位自治会・自主防災会での説明会実施や、

弦打小学校との防災学習協力など、さまざまな機会をとらえ

て地域全体の防災力向上を図っていきたいと考えています。

　部会の開催は、月１回 原則第３月曜日に開催しています。

地域での防災活動に興味があり、活動してみようと思われる

方はぜひ参加下さい。＝写真は、防災部会の活動の様子

　防災部会長　山口　周三

　部会員　25人

　部会構成員　単位自治会、単位自主防災会、民生委員

・児童委員、弦打小学校ＰＴＡ、弦打駐在所、消防団弦

打分団、香川大学、一般の地区住民など

　さわやか音楽会　第７回弦打さわやか音楽会が２月４日弦

打小学校体育館で開催されました。コロナ禍が続く寒い日に

もかかわらず、熱気あふれる好演＝写真＝が大勢の聴衆を魅

了しました。

　出演は、弦打小学校３年生、琴伝流大正琴松風会、琴伝流

大正琴ひまわり、クーと丸、佐藤純子、みんせいず、弦打校

区コミュニティ協議会生涯学習部会の７団体・個人でした。

　橋川天晴、クリスタルハーモニ―　ジャズ　オーケストラ

がゲスト出演し会場が大いに盛り上がりました。

　弦打体育協会主催アジャタ大会（２月25日・弦打小学校体

育館）　一般の部①川股チーム②体協Ａチーム③西村チーム

▽ファミリーの部　①スポーツ少年団バドミントンＣ②同Ｂ

③同Ａ

　弦打校区自治会対抗ゲートボール大会（３月20日・香東川

河川敷）　①定木自治会②青木自治会③郷東自治会

　松浦一郎さんに感謝状　弦打校区コミュニティ協議会の松

浦一郎さんに２月16日、高松市長から感謝状が贈られました。

多年にわたり同協議会の青少年育成部会長などとしての活動

がたたえられました。

　弦打スポーツレクリエー

ション祭　３月24日、弦打

体育協会主催でスポーツレ

クリエーション祭が弦打小

学校体育館で行われまし

た。「ニュースポーツ・パ

ラスポーツを体験しよう」

をテーマに、年齢、性別、

障害があるなしにかかわら

ず、どなたにでもできるス

ポーツを体験しつつ、健康

と親睦、コミュニケーショ

ンを目的に実施されまし

た。

　実施種目は、ボッチャタ

ーゲット＝写真＝、アジャ

タ、アキュラシー、輪投げ、

フロアボールで、50人近く

が参加し、慣れるに従って

和気あいあいと楽しく元気

にこれらのスポーツに親し

んでいました。
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　お手伝い項目　買い物＆ゴミ出し

　利用できる方　弦打校区在住の65歳以上の

一人暮らしおよび高齢者世帯で、

　▽要支援１、２の認定を受けた方

　▽基本チェックリストで認定の対象と認め

られた方

　費用　１回１時間以内１００円、１カ月最

大５回まで

　利用申し込み　担当ケアマネジャー

　問い合わせ　つるうちお助け隊事務局

　高松市鶴市町３５６―３

　弦打コミュニティセンター内

　電話０７０―３７９２―８０８０

（月～金曜、９時～16時）
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お手伝い項目  買い物＆ゴミ出し
利用できる方  弦打校区在住の 65 歳以上の
一人暮らしまたは高齢者世帯で､
▽要支援１､２の認定を受けた方
▽基本チェックリストで認定対象と認められた方
費用  １回１時間以内１００円、１カ月最大
５回まで
問い合わせ 

（月～金曜､９時～16時）

つるうちお助け隊事務局
高松市鶴市町３５６-３
弦打コミュニティセンター内
電話：０７０-３７９２-８０８０

平
成
30
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
つ
る
う
ち

お
助
け
隊
」。利
用
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣

れ
た
場
所
で
過
ご
せ
る
お
手
伝
い
が
出
来

た
ら
と
お
助
け
隊
メ
ン
バ
ー
一
同
頑
張
っ
て

い
ま
す
。そ
し
て
、
た
だ
お
手
伝
い
す
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、見
守
る
こ
と
に
よ
り
安
心

と
気
づ
き
に
な
れ
ば
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
周
り
に
気
に
な
る
方
、
ま
た
、

ち
ょっ
と
し
た
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い

方
は
教
え
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。同
時

に
お
手
伝
い
し
て
頂
け
る
担
い
手
さ
ん
も

随
時
募
集
中
で
す
。

こ
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
ま
た
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
高
齢
者
の

方
々
の
地
域
で
の
安
心
・
安
全
な
生
活
が

出
来
れ
ば
と
日
々
願
っ
て
お
り
ま
す
。


	広報つるうち令和６年９月号
	広報つるいち2
	広報３
	広報つるうち4

